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南紀熊野ジオパークセンターを中心とする研究グループは、沿岸災害リスク低下に向けたサ

ンゴの役割に注目し、これまで研究報告が無かった和歌山県串本町のサンゴ群集の波高低下率

が 70％以上であることを初めて明らかとし、また現在の沖縄県と鹿児島県のサンゴ礁の波高低

下率が 80％以上であることも明らかにしました。この研究成果は 2025 年（令和 7 年）12 月 4

日付のサンゴ礁研究の国際誌 Galaxea, Journal of Coral Reef Studies （電子版）に掲載されま

した。 

 

1 背景、目的  

サンゴは天然の防波堤として沿岸災害リスクの低下に重要であるものの、和歌山県のように

サンゴ礁が発達していない温帯域のサンゴ群集や、沖縄県、鹿児島県の複数のサンゴ礁が、将来

の海面上昇や台風の強大化の影響、サンゴの成長の有無を考慮した将来予測は明らかではあり

ませんでした。 

 

2 主な成果 

現在の和歌山県串本町のサンゴ群集の波高低下率が 70％以上であること、現在の沖縄県と鹿

児島県のサンゴ礁の波高低下率が 80％以上であることが明らかとなりました。またサンゴの成

長が停止したとする 2100 年までの将来予測では、沖縄県伊計島サンゴ礁の波高低下率は 80％

未満となり、和歌山県串本町のサンゴ群集では 63％未満となりました。言い換えると、将来の

サンゴの成長が波高低下率を増加させるため、沿岸災害リスクの低下に重要です。また、本研究

成果はコンクリート製のインフラの新規建設の見直しや、建設コストや維持コストを抑えるこ

とにつながると期待できます。 
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